
 

26  

昭

和

四

十

九

年

五

月

七

日

提

出 

質

問

第

二

六

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

青
森
県
東
通
村
に
お
け
る
東
北
電
力
及
び
東
京
電
力
の
原
子
力
発
電
所
建
設
用
地
に
対
す
る
農
地 

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
転
用
許
可
処
分
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
四
十
九
年
五
月
七
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

前 

尾 
繁 
三 

郎 

殿 

提 

出 

者 
 

米

内

山

義

一

郎 

 

一 

 



 

こ
れ
に
対
し
て
農
林
大
臣
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
に
農
地
法
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
の
行
政
処
分

を
行
つ
た
。 

こ
の
処
分
に
は
、
重
大
、
か
つ
、
明
白
な
誤
認
と
違
法
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
政

府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

東
北
電
力
株
式
会
社
及
び
東
京
電
力
株
式
会
社
の
両
社
は
、
各
々
一
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
出
力
を
有
す
る
原
子

力
発
電
所
の
設
置
を
計
画
し
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
約
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
用
地
を
買
収
す
る
た
め
に
そ
の
地
区

内
の
農
地
を
対
象
に
農
地
転
用
の
許
可
申
請
を
し
た
。 

 
農
地
転
用
許
可
基
準
（
昭
和
三
十
四
年
十
月
制
定
）
の
第
二
章
第
二
節
一
般
的
基
準
に
は
、
「
申
請
に
つ
い
て
次
の 
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三 

 



 

従
つ
て
、
こ
れ
を
許
可
す
る
に
当
た
り
、
当
然
次
に
述
べ
る
各
項
目
を
検
討
の
上
、
許
可
相
当
と
認
定
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。 

各
事
項
を
検
討
し
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
場
合
は
許
可
し
な
い
。
」
と
あ
る
。 

第
一 

申
請
目
的
実
現
の
確
実
性
に
つ
い
て 

三 

こ
の
規
定
の
遅
滞
な
く
と
い
う
期
間
は
、
数
か
月
か
、
数
年
か
、
そ
れ
と
も
数
十
年
で
あ
る
の
か
、
統
一

的
な
解
釈
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一 

申
請
者
が
許
可
を
受
け
た
後
、
遅
滞
な
く
申
請
に
係
る
土
地
を
申
請
の
目
的
に
供
す
る
と
認
定
し
た
根
拠

は
、
な
ん
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

原
子
力
発
電
所
の
設
置
は
、
電
源
立
地
必
要
性
の
審
査
、
安
全
審
査
、
環
境
審
査
な
ど
、
特
に
複
雑
な
手

続
過
程
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
承
認
や
免
許
可
が
遅
滞
な
く
な
さ
れ
る
と
認
定
し
た
そ
の
根

拠
を
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

第
四 

用
排
水
に
つ
い
て 

第
三 

位
置
に
つ
い
て 

第
二 
計
画
面
積
に
つ
い
て 

申
請
さ
れ
た
位
置
が
、
周
囲
の
農
地
、
市
街
区
域
、
街
路
、
農
業
、
水
産
業
等
の
生
産
条
件
に
及
ぼ
す
影
響

が
少
な
い
と
認
め
た
根
拠
を
そ
の
計
画
目
的
の
規
模
と
対
照
し
て
技
術
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一 

申
請
に
係
る
事
業
が
ど
れ
だ
け
の
用
水
を
取
水
し
、
排
水
す
る
の
か
、
そ
の
性
質
は
周
辺
の
環
境
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
な
い
の
か
、
そ
れ
を
判
定
し
た
根
拠
を
明
ら
か
に 

一 

申
請
面
積
が
、
そ
の
申
請
目
的
実
現
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
面
積
で
あ
る
と
認
定
し
た
そ
の
根
拠
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

原
子
炉
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
対
し
て
必
要
最
小
限
度
と
し
た
面
積
の
基
準
は
な
に
に
よ
る
か
。
ま
た
、
二

十
個
に
も
及
ぶ
炉
の
間
隔
距
離
は
ど
れ
だ
け
と
つ
て
あ
る
の
か
、
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

 

六 

さ
れ
た
い
。 

二 

こ
の
用
排
水
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
住
民
、
特
に
水
産
業
関
係
者
に
反
対
は
な
く
、
た
や
す
く
同
意
を

得
ら
れ
る
も
の
と
認
定
し
た
理
由
と
根
拠
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

第
五 

被
害
防
除
に
つ
い
て 

同
一
団
地
に
、
二
千
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原
子
力
発
電
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
安
全
性
の
上
か
ら
み
た
場
合

世
界
の
常
識
を
こ
え
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。 

一 

申
請
者
は
被
害
防
止
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
用
意
し
て
い
る
の
か
、
申
請
計
画
の
内
容
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

二 

そ
れ
に
よ
つ
て
必
要
な
防
除
措
置
が
と
ら
れ
る
も
の
と
認
定
し
た
根
拠
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た 

い
。 

右
質
問
す
る
。 


